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研究成果の概要（和文）：野蛮という現象は人間本性にどの程度、本質的なのか、人間社会はいつまでも野蛮を克服す
ることはできないのか？　現在もなお我々が直面している問いに啓蒙思想家はどのように取り組んだのか。彼らは専制
から市民社会への転換をなぜ主張できたのか。そして18世紀の経済学の形成はどのような文脈で民主主義とつながるの
か。こういった歴史分析を通じて、平和で戦争のない、しかし活力を持って共存できる地球社会への展望を模索した。

研究成果の概要（英文）：What was and is Barbarism? Why Enlightenment philosophers could expect the formati
on of civil society, democratic, liberal, and safe?  We are still facing with various kind of Barbarism an
d Violence. We studied the way to eliminate barbarism through consulting the legacy and wisdom of Enlighte
ment Philosophers, especially their economic thoughts, because they thought arts and commerce were peace i
ndustry. Commercial activity could and can produce active society of all people concerned by way of divisi
on of labor and cooperation. They respected the human dignity. All concerned contribute to make good, acti
ve and safe society by cooperation without violence. This is commercial humanism of the Enlightenmt econom
ic thinkers born out of civic humanism in the 18th century. We should learn from them still now.
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１． 研究開始当初の背景  
「野蛮」は歴史を通して常に課題であった。
人権蹂躙も自然破壊もある。野蛮の反対概念
であるはずの文明化が野蛮を生み出すこと
もある。野蛮の克服を根源的に考えることが
思想史的にも重要である。「啓蒙」について
はこれまでの共同研究でかなり時間をかけ
て検討してきた。その成果を踏まえて、「野
蛮」が「啓蒙」によって実際にいかに克服さ
れたか、その際に、経済学という新しい学問
の形成が「野蛮｣の克服にいかに寄与したか、
あるいは新しい「野蛮」を生まなかったかを
究明することが必要であるという問題意識
を持つにいたった。 
 
２． 研究の目的  
この「野蛮と啓蒙―経済思想史からの接
近」と題する研究は、18世紀のヨーロッパと
英米にける経済学が啓蒙思想の内部でその
不可欠な一部として形成されたというこれ
までのプロジェクトの研究成果を踏まえて、
さらに市民的公共圏や大学などで形成展開
された経済論議・経済学が「野蛮」とどのよ
うに取り組み、「啓蒙」をいかに実現して行
ったかを究明しようとするものである。 
 
３． 研究の方法  
共同研究であるから、各人が分担テーマに
関して個別に研究を行ない、その成果を研究
例会で報告し、討論し分析を深め、共通の認
識を得ていくという格好で研究を推進した。
研究代表者は日常的に討論相手を務めたが、
研究例会以外は学会を利用するか、メールな
どを利用した。最終年度の例会は年間 5回行
なった。グラスゴウ大学のベリー教授を招い
てアドヴァイスを得る例会も持った。 
 
４． 研究成果 
 第一に共同研究の成果を『野蛮と啓蒙―経
済思想史からの接近』と題した書物として刊
行した（京都大学学術出版会、2014 年 3月）。
また最終年度としてメンバーが意欲的に学
会などで発表し、論文も刊行した。プロジェ
クトの所期の課題をほぼ実現した。 
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